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恒星物理學最近の研究（1）
（Proc，　Phys．　Soc．］［・onden　36　（rg24）より）
序章劒橋大膳敷授　　E。A．こルン
　恒星にE星及び野晒の二大別ある事は1906年Hertzsprungにより嚢見されま
しfこ。併しこれが印象的な事實以上εなつkのは19互8年中事でした。其の年。
王立天文寛平集會の席上に於いて．H．N．　Russel教授は：巨星及び倭星に關して
彼の考察になる理論を呈出しましたσ同年Niel　Bohr教授はスペクDレに質
する彼の詮を公にしました。この爾詮は人の心に旧く賜うる所あり．その著者
及びその他の人々の手で解明への力強き武器こなりました。一見二つの説は甚
だ異つt＄Ai料を取扱って居た。　Bohrの理論は原子を論じ、當時は二三の鮮明
事實及び精確な波長の測定の上に立ち、四聖力學及び熱力學的理論の結果ミ結
ばれてありましナこ。Russelの詮は恒星を論じて居り、大部は測定の確かでない
：量、例へば星の質量、密度．表面光度及び覗差から成って居る統計を基εして
居りました。が併しながら．絶つの説は何れもスペクトルに關しで居ります。
　Russelのなしナこ大きな進歩は．只今申した星に幽する諸々の量を、観測さる
Nの星のスペクトル、・師ち輩なる叙述的憂藪、スペクトル・タ71プε系統的に
關係付けた黙であります。元素の×線スペクトルは原子番號の順に直線的に並
べられます。元素の光線スペクトルはお互に斯くの如き郷軍な直線的早馬を示
しません。だのに星のスペクトルは一元的な關係を示して居るのですGその間
には“　betweeuness　”の關係があります非常に撒多い星のスペクトルが一端よ
り他端へ蓮綾的に順を追うて一つの系列に並べられます。光線スペクトルの尊
母な通知關係より見てこれは著しい事であります。星のスペクトルにある差異
が化學的購成の差異より來るミの昔の説は信じられなくなって参ります。スペ
クトルの飼プは大晦より見て一つの憂藪の函数である様に思はれます．そし
て目に見ゆるスペクトルは、星の大氣に於ける物理的條件を定むる：量の一つの
慶化によって異るものε假議せねばならぬ様になります。二つの主攣撒一一温
度及び歴カー一が暗示されます。
　併しながら、この二つは何れも直接に測定する事は出來ません。而も．より
以上の嚴密な表現を用みないで．星の大氣の温度や歴力を云々するのは地球の
氣温や氣墜を語る以上に意味のない事であります。地球の大氣中の駆力や温度
は高さにより著しく異ります。星の大氣に於いてもそりでありませう。が併し少
くミも地球大氣の李均温度．雑則墜力については云々する事が出來ます。瓦斯
猷恒星の揚合には一一而も大まかに云へばすべての恒星は瓦斯歌ε見徹しTよ
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いのですが一一その大氣が何れに終り、星が何れに閉るかは誰か知る事が出干
るでせうか。
　星の大氣に於ける物理的條件の直接決定は斯くの如く我々より蓮のいて居り
ます。併しこNに“つ直接に1則定し得る攣敷があhますσ部ち星の有敷温度で
す。大氣中の歴日及眞温度ミは異り．星の表面を去って行く一一邸ち星の大氣
の二丁を通過して外部に出つる一一輩位面積毎の輻射の量及びスペク5ル構造
は決定的であります。彼等はそれぞれ．或る與へられtc温度に於いて熱力學的
李衡にある四目’の量及びスペクトル購造ざ比較する事が出來ます。この比較の
何れからも相當する黒艦温度を決定し得ます。この温度は．輩に便宜上の軍営
でありますが．星の有敷温度ε呼ばれます。太陽については．輻射の量より決
定せる有奴温度が、連吟スペクトルの強度分布より決定せる有敷温度εよく一一一
致して居るのは我々の知る所であります。星の大氣に於ける娯温度が野牛温度
ε密接に關係して居るであらうε假定するのは眞らしく思はれます。
　放射さゐX光のXベクトルの構造が星毎に異って居るのは目には色の愛化ミ
して映ります。赤星は低い引敷温度を持って居らうし、白星や白青い星はより
高い温度を持って居りませう。所で色の分類は、吸甲線より分てるスペクトル
タ・1プの分類ε著しく一致して居り、有敷温度の測定はその間の關係を確めて
居ります。斯くの如く、叙述的なスペクトル・タイプが室書してその函藪であ
る只一つの攣敷は有効温度であります。
　光度及び密度εスペクトルタイプミのRusselの關係は、そこで．有数温度
εの皿山εなります。有敷温度が輩位面積毎の輻射の量の弓削である以上・そ
れは叉表面光度の三度であり、從ってその關係は又表面光度ミの關係だつナこの
です。そして．二二事實が齋整されたのはこの表面光度によってでありました。
三際に非常に光の弱い星E同じスペクトル・タdプに平する眞光度の極めて強
い星は殆んさ同じ表面光度を持って居りませうから大きな面積を持って居るに
相違ありません。併しながら恒星の質量は極めて同等のものですので、明るい
：亘星の密度は曙い倭星の密度よりも小さく一一百萬倍も小さくあるに相違あり
ません。我々はこNll　．一双の章句の中1：　．互星及び腸管への観測された分岐
にi断ずる解繹を持って居ります。
　この解説に於いては．叙蓮的なスペクトル・タ71プは残されて居りました。併
しながらRussel等により集められk統計は襯測された星のスペクトル・タイプ
に關して居つt’．’一’云ふ事は記憶さるべきであります。タaプの有敷温度に封ず
る關係に汗すゐ謹左は決定的ではあったが貧弱だつナこのです。夏に・スペクト
ル・タイプε有敷温度εの間の連鎖は殆ん♂全く説明されすに残って居りまし
ナこ。或るスペクトル線は、實験室では。只高温に於けるか叉は強い放電の下に
のみ生ぜしめ得、而してかXる線は高い有敷温度を持つた星にのみ見出される
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に過ない事を知って居りましナこ⊃併しながら何が笹津かあるか．或は何が故に
同じ線がより高温の星に於いては清失する傾向があるのかは知られて居りませ
んでした。且量的の説明に至っては皆無でしナこ。有敷温度εスペクトルのタa
プεの間に或る決定的な尊閣がある様に思はれました。が併しその連結は實験
的でしナこ。論理的な論1登には｛嘘隙がありましナこ。
　Bohrのスペクトル論は．恒星に關する理論にあるこの藤隙に橋架するのを
可能ならしめました，観測されずこ星のスペクbルより、恒星大氣に於ける種々
の暦の眞温度に閥し何物かを誘導し、而して眞温度が一般に有致温度S一致し
て居る事を確める爲に．このスペクトル論を用ふ事が出來る様になりました。
只今では我々は．観測されたスペクトルは正に種々の有敷温度に於いて現るべ
きスペクトルであるのを知って居ます。郎ち假令星の大氣中に全べての元素が
存在して居らうεも、Bohrの理論によれば、或る與へられた温度に於いては「
その中野る若干のみがその牛牧スペクトルによってその存在を示すに過ぎす．
二叉温度の上昇につれて線の逐次的に現れたり溝えナこりする事も豫想されるの
であります。
　Bohrの理論は又、スペクトル・タaプの一元的系列を横に切って居るもの
ε知られて居る、著るさに於いては劣っても大いに意義深き攣化．郎ち各々の
タ6プに於いて。：巨星より倭星を惜別するのみならす、明るい亘星より曙い：巨
星を．又明るい倭星より暗い倭学を匠別して居る愛甲を説明します。我々はス
ペクトル系列を支配して居る主攣騒が温度である事を見ました、が併し今一つ
の可能的愛藪が厘力である事を忘却して居つナこのではありません。で今主系列
の或る丁半内に於けるスペクトルが、横の攣化の謹左を見せて居るのを知った
からには．新攣勲が塵力であらうε思惟するεよいでありませう。：Bohrの理
論を獲展すれば何が故にかNらんかを示して呉れます。
　BohrのスペクDレ論の恒星大氣へのこれら基礎的慮用は常にMegh　Nad
Saha博士の名に結ばれます。
　私は星のスペクトル及び星の温度に關する我々の直接の知識への最近の添加
の若干を努めて回顧し．而して後干等及び古くから積まれナこ恒星スペク5ルに
労する観測結果が何れも最近の原子説の光明を借って如何に雪明さるNやを簡
軍に示して見ませう。
　スペクトルに恥しては分光器的筆架に就いてのみお話して置きませうσ夙に
ig13年Adams及び彼の共同研究者達は井ルソン山に於いて．同じスペクトル
タイプに屡する星の聞に固有運動の小さ・いものは固有運動の大きな星よりも紫
の部分に於いて比較的光の弱い事を潮見しましk。続計的には固有凶年の小な
るものは距離の遠く從って或る與へられた見掛けの光度に配しては耳蝉光度の
強・事を意味します。斯くの如く亘星は同じタdプの子星よりも紫部に於いて
　　　　　　　　　　　　　恒星物理學最近の硯究　　　　　　　　　　467・一　弱いスペクトルを持つ様に見えナこのです。これ貝今では全く確立された事實．　師ち同じスペクトル、タイプに曝して山山は高山よりも低い有敷温度を持って
　居るのを示す昔の指標の一つでありました。夏に観測を線スペクトルに迄魑張
　し、Adamsは回る與へられたタイプ内では眞光度の進むにつれ或る線はその
　強さを嘱し．赤る他の線は減少する事を見出しましfc、）・4216Sr＋の如き火花ス
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ　ペクVルは眞光度の最も高い星に於いて最も強く、M607Srの如き‘‘低温”線
　は眞光度の最も低い星に於いて最も低くありました』眞光度の知られナこ星を取
　って．種々の線に封し彊さこ光度εを結ぶ寳験的曲線を作りこの曲線を用ゐ他
　の星のスペクトルの線の張さを見積ってその星の光度を誘導する事を得まし
　ナこ。斯くの如くして屍出した眞光度を見掛けの光度ε比較すれば距離を知りま
　す。この方法によって二百の星の距離がそのスペクトルより見出されました。
　決定方法の根嫁は實験的であります．が併し恒星スペクトルに關する何れの説
　も．或るスペクトル・タイプ内に於ける線の強さε眞光度ミのこの關係．及び
　種々の線の此の黒占に關する異れる所作を説明しなくてはなりません。
　　星の連累スペクトルに於ける光の分布に就いての．或る概念はその色回避
　（Co】OUr　index）より得られます。色指数は見掛けの野洲等級が見掛けの肉眼
　等級を超ゆる過剰εして定義されます。星が赤ければ赤い程．肉眼では同じ彊
　さの輻射に饗しても爲眞に撮れば比較的に弱く感じます。大まかに云へば、こ
　の二つの光度等級はスペクトルの異れる二部（例へばλ4250Eλ5700）に於ける
　・強さの準度こなります。で張度曲線がPlanckの法則に從ふものε假堕すれば
　この二つの波長に於ける観測されナこ強さの比から有致：温度を誘導し得ます。次
　表は近く井ルソン山で登表された若干の色指撒であります。
スペクトル’
?
　　釜：
　　Aoe　　F｛J
　　Go
????．
　　鴫
亘　　、星
C・　lo rr・
1
一〇．32
－O．17
　0．oo
　O．38
　0．86
　1ユ5
　1．48
　1．84
1．88
10．5000
10．OOO
9“230
7．000
5．300
4．610
3．860
3．270
3．080
倭　　星
C．　1．
O．72
0．83
0．99
L26
1．76
T
5，770
5．500
4．880
4．120
3．330
　同じタイプの倭星に比して．斗星の色指藪の大きい從って有敷温度の低い事
はよく示されて居ります。（併しこXに一言すべきは．此の表中の温度は直接
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色指敷から誘導されナこのではなく．：巨星に封ずるWilsingの温度決定より探り
ました。これは高温の星に干しては．恐らく餓りに低過ぎる様に思はれます。）
　近年大いに測定されナこ今一一つの量は有敷波長（effective　wave　Iength）であり
ます。粗な回折格子を望遠鏡のobjectiveの上に置けば、爲眞に撮つナこ各eの
星は中心es　E、之に伸って、實は細かいスペクFルである、側面像εを與へま
す。各側面像の重心は星め光に於ける強さの分布により左右されます。で例へ
ば側面像の最初の一双間の距離を測れば．用ゐられナこ特別の光學並びに三三装
置に封して有敷波長を知ります。有敷波長はスペクトル・タnプの若くなる程
滅少し叉二三に蜀しては．同じタ7tプの二三に封してよりも長くあります。
　色指敷．或は有孔波長、何れに了する研究も．スペクトルを通じての強度分
布の詳細な研究を代用するものEは考へられません。此の種の研究にはWilsing
Scheiner及びManchが肉眼でなしナこ分光光度計的観測．並ひにRosenberg
が爲眞に撮つナこ分光光度計的観測がありますが、何れも達し得べきスペク1・ル
の全範園に亙って一系の波長でなされました。これらの観測は近くBrillによ
り再ひ研究されましナこ⊃下に彼の出した殖を抄記します。
・脚 P職・　㎞㎏・
??????12，300つ
ll　“180
10，250
9，000
7，950
e」　，sso
：　O，oooo
ls，oeo
12，000
9．　，OOO
7，85，　0
6，930
1　SPectrum
」???????
X7v’ilsing
5，9．　80
5，280
4，570
4，000
3，500
Rosenberg
6，0000
5，300
4，r）70
0nCs40
3，5bO
　出し方が異れば異る尺度を與へます。殊に若いタイプの星についてそうであ
りますが．A型以上の星に減してはRosenbergの温度はWilsingの値より
も．不二的に甚だ高い。Wilsingの観測がB型。）星に關しては鯨りに低過ぎる
温度を與へるNS云ふ事は一般の認むる所で．三値は恐くこの二つの尺度の間に
横って居るのでせう。
　星のスペクDレに於ける強度分布を測定する爲に．光電電池（photoelectric
cell）を用ゐ、　Sampson教授は興味深い結果を得て居ります。カペラ（5，5000）ε
比較iして彼の得ナこ温度を若干下に掲げます。
y　Cass．
ct　Lyrae
oc　Aguil’a’e
P　Cass．
????? 16，9000
11，200
10，000
8，800
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Polaris
E　Cygni
ct　Cass．
P　And．
???? 6，800
5，IOO
4，700
3，500
　分光光霧計の喫法によって測定された若干の星の温度が極く近頃H．H．
Plaskettによって公にされましナこ。次の如し。
P　Gem． Ke
　15，000e
　15，000
　9，000
　g．　，o　oo
5，500－6，000
5，000－s，」roo
g
　彼は叉細いスリットを使って太陽の蓮綾スペク1・ルを研究し、以前考へられ
て居つナこよりも飴程黒艦のスペクトルに近い事を卑見しましナこ。
　過去藪年の間に、直接星の熱を測定する上に目細しくも結果よき企が行はれ
ました。螢石窓を備ヘテこ眞中室の中に装置しナこThermocoupleより成れる．撰
澤的でない一型の受勲器（Receiver）fOs　Coblentzによって工夫されましナこ。此は
嘗て説計されtl　Stellar　radiometerの何れε比しても撒百倍も感じよくct　Orionis
の如き明るい赤星に題しては15糎の電流計（Galvanometer）の振れが得られ．
B型の四等星に解してすら1粍の振れが得られます。恒星に齢して最初の測定
は1914年リック天文台に於いて行はれ、近く多藪の観測がローエル天文台及び
井ルソン山でなされました。適當なTransmission　screenの使用によってスペ
クトルを通じてのエホルギー分布か得られます。而もこれは、光度計的観測に
於いて要求される様な目盛のをする事なく、直接エネルギーの輩位で得られる
のです。次に示すのはCoblentzが彼の観測より誘導しナこ温度の若干でありま
す。
　　　　　　　Temperature　from　Thermo－coupl　e　Observation
?
??
E　Orionis
P　Orionis
ct　Can．　Maj．
ct　Can．　．Min．
a　Aurigae
ct　Bo6tis
ct　Tauri
ct　Orionis
?????????13，000e一　14，0000
1e，ooo　一　lphooo
8，000　一　ll，COO
5．500　一　7．500
　）T　v　v　一：
5，300　一　6，500
3，Droo　一　4，soo
2，soo　一　4，」roo
c．，，800　一　3，300
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　スペクi’ル分布の観測に於いても憂光星観測に於いても　Stellar　radiometer
は未來多きものミ思はれます。
　Michelsonの工夫した或る型の干渉計によって．近頃井ルソン山でなされた
恒星の角直径の測定は．全世界の聴を集めましナこ。本講演の立場から見て、此
の偉業の重要なのは表面光度の沖って有奴温度の直接測定を可能ならしめた貼
にあります。ミ申すの（S　．衆知の法則によって、光輝より受ける輻射は次の公
式によってその藁表面光度ξ結ばれて居ります。
　　　　　受けた輻射＝（表面光度）×（観測者に結ぶ立腱・角）
　一つの星に遅してはこれは
　　　　緬鍍一一叢論製なります
　星の等級はその表面光度を與へます。比例常鰍は光度等級の燭光呼量を知る
事により．或は又太陽の如き角直径及び表面光度の知られた星εの比較によっ
て見出されます。αOhonisの角直径の測定値、　o，047”はこの様にして、太陽
の表面光度を零等ミして比ぶれば、4・6等の表面光度を與へます。乙れは3，000．
の温．度を許し其のタイプMaざよく一致して居ります。同様にして．αBoOtis
（Ko）は0．022の角直煙を持ち、これは2．2等の表面光度及び4100”の温度
を與へます。
　これら諸種の研究は一致して、スペルトルタ／プが主こして有司温度の無慮
である事を見出して居ります。彼等は温度の大きさの程度に關しても一致し若
型の星については撒値に醸しても揃って居ります。総論の星に沖しては嫡々異
って居ります。
　夏に詳細に注意を擁へば、彼等は又一致して、有敷温度はスペクトノレタづプ
ざ同様に眞光度の画数たる事を見出して居ります。叢る與へられナこスペクトル
タイプに謝して．連績スヘクトルに回しては眞光度の大きい程、有敷温は低く
ありますが、線スペクトルに増しては眞光度の大きい程火花スペクトルは薯し
く顯れます。これはパラドサシカルであります。主スペクトルクラス内に於い
ては一一Eiちスペク5ルの同じ一般型を持つグ］L・一プの中一亘星はより低い有
望温度を持ちますが所謂高温線はより著しく早れるのです。
　蓮綾スペクトルの二部に於ける相鰯二度より有数：温度を決定するのには何れ
もPlanckの式を磨参して得られます。単軸スペクトルが黒輻射のそれでなけれ
ば異れる一双の場所は同一の温度を與へません。大まかに云へば、星の連日ス
ペクトルは黒輻射のスペクトルxS一致しますが如何なる正確さを以てかは判り
ません。吸牧線によっては明かに問題は複雑になります。線の間の強さを測る
のが必要であります。がこれは線が相接近して居る場合には困難でありませ
う。又或る程度は吸光線の存在は蓮績スペクトルのエネルギー分布を攣へるε
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回想されるでありませう。何εなれば掌中線を生する瓦斯の暦はその平々する
エネルギーを蓄積するこεは考へられません。定常駄鎧では瓦斯はエネルギー
を外方にも内方にも放射します。外方放射は線に観測する残りの強さであり．
内方放射は星に向って戻り．そして線のない時よeJも稿や星を高温ならしめ
る傾向があります○斯くの如く吸脚線の爲に連帯スペク1・ルに於ける強さの分
布は輻射の全量により與へられるであらうよりも高い温度に相當し勝でありま
す。我々は特別な場合からは、吸牧町の存在が前平スペク5ルに何等かの影響
を持ち易いε云ふ事を見る事が出來ます。何εなれば。若しスペクトルが線で
満ちて連綾スペクトルが残らない様になったミ想像するならば．我々は三色線
が全くない場合S宛然同じ様子を持つでありませう。星の表面を去るエネルギ
ーの総量は恐らく殆んさ全く．星の内部に於いてさうなって居るかに左右さ
れ、表面附近の構造には殆んさ左右されないでありませう。でそれはスペクト
ルの曹の部かをつき破って出るに相違ありません。
　黒鎧スペリトルよりの外れの今一つの可能的原因は外層のに於ける温度傾斜
に在ります。表面を去る輻射は種々の深さに於いて敏射され、各々が通過し行
く各暦に於ける吸牧によって弱められナこ輻射束の重壁から成立って居りませ
う。各波長に早しては．其波長に於ける透明度に依って．我々の見る或る李均
の深さがあるでせう。で表面を去る輻射はこの李均の深さに源するε考へてよ
い。若しも李均の深さがスペク1・ノレの全べての部に労してよく一致して居るな
ちば．スペクトルの異なる部に於ける輻射は同じ温度、帥ち李下の深さのレベ
ルに於ける温度に相干するでありませう。そして．かくして成れる蓮綾スペク
トルは黒艦のスペクトルに近くありませう。併しながら若しも透明度が種々の
部分で異って居るならば輻射は種々のZF均の深さから出て來ます。透明度が卒
均よりも大きい所では．輻射はより深い所から師ちより高い温度から來て．よ
り弓遅いでせうし．その結果する蓮綾スペクトルは黒子のそれではないでありま
せう。
　更に星の大氣に於ける瓦斯の分散はスペクトルを壌すかも知れません。xS申
すのは瓦斯の分散は波長の四乗に逆比例して守るので紫及び紫外の部に於ける
強さを低下するでありませう。恒星大氣に於ける分散が認め得る程であるか否
かは輩に一般吸牧及び分散の係敷の相封的の大きさに左右されます。若しも吸
牧が相断的により著しくあるならば、内部より外方に進むにつれ、感知し得べ
き吸牧及び放射の匿域を脱する前に密度が飴りに小さくなって何等感知し得べ
き分散を譲さない檬なレベルに到達するでありませう。太陽の場合には此の様
である或る謹左があります。
　我々は黒さからの外れを醸す事情の若干を述べて望ました。怪奇の本分は別
道でがるε批難されるかも知れません。邸ち何故に連綾スペクトルは少しでも
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黒輻射のスペクトルε近いミ豫想すべきであらうか。答はかうであのます。任
意の充分に大きな一塊の物質は．瓦斯であっても．均一温度にあれば分散から
離れて黒艦スペクトルを與へる事を理論は示します。で求むべきは軍に温度傾
斜の結果を吟味する事であります。外方から星に投射される外部輻射の光線が
部分的にそして完全には吸牧されない程度に於いてのみ．温度傾斜のない場合
にはスペクトルは黒燈から外れるでありませう。
　此の種の熱力學的考案は、併しながら、邑智スペクトルの起源を換定外に残
して居ります。輻射エネルギーの放射’は．原子論に從へば常に輩色であり．蓮
綾スペクトルは輩に種々の振動藪を持てろ撒多き量子が重饗して作られます。
これが一例ミして我々は光線系列の極限を超えて存在して居る連績スペクトル
を持って居ります。放射スペクトルミして、それはイオン化せる原子かエレク
トロンを捕へる時生じます。放射される振動数よエレクトロンの始めの響動の
エネルギー並びに考へて居るエネルギー・レ・ぐルに封ずる原子の電離電解（loni－
zation　potentia1）により異ります。吸牧スペクトルミしてそれは（連綾スペクト
．ル）エレクトロンの光電放射（Photoelectric　emission）によって作られ．其の結
果原子をイオン化します。斯くの如くして生ぜる．Balmer　Seriesを越えてあ
る連績スペクトルは天網のスペクトルに於いて知られて居ります。放射xペク
5ルでは太陽の閃光スペクトルに於いて知られ、吸牧スペクトルでは高温星の
尽るものに於いて知られて居ます。星の内部に於いては殆んさ全べての輻射が
Eddington教授により．斯の如き光電的なイオン化及び捕獲に超せられて居り．
ます。回線部の連月スペクトルも斯くの如く．多くの連綾スペクトルの断片に
よって形成さるNや否やは、未だ語る事が出來ません。原子の最低の光線水卒
（Optical　level）は寧ろ遙か紫外の方に在りますし、外部水押への捕獲が充分に
頻繁にあるε豫摩する事は出來ないのであります。一方多くの輻射は．捕へら
れすに、衝突の間に．騰る讐曲軌道から他軌道へ飛ぶエソク5ロンによって放
射されるかも知れません。
　Lindemann等によって．　Stark　efEectが原因であらうε暗示されましナこ。原
子がもつミ．しっかりε包まれて居る所．師ち．夏に深層に於いては、原子は
お互に．箇L性の大きな電場を働かすでせう。これはエネルギー水卒に動揺を來
し、從って線の巾を廣めるでありませう。而してこの廣まった放射が撒多く畳
重って鬼斗スペクトラルが起る。現象は厘力の下に線の廣まるのこ一般であり
ます。併しながら一言さるべきは、太陽のスペクトルに於ける弱い線は．その
中早るものは多分甚だ深い所に源して居るのですが．暫々極めて細いのであり
ます。
　若しも星の建績スペクトルが近似的に黒盟のスペク5ルであるならば、出つ
る輻射の旨して居る歩歩の深さの眞の温度は、有志温度ε殆んさ同一でなけ
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ればならないこ云ふ事は明かであります。更に進んで．我々は輻射を生する暦
に於ける温度傾斜に延し何ものかを知りナこいi思ひます。星の外部が定常歌心
にあるS假定すれば。室間に放射されるエネルギーはより深部より表面に傳逮
されなければなりまぜん。大部以前から封地は不適當であるε認められて居り
ます。一つの可能的な二項はエネルギーの全べ：ての交換が輻射的である雲州で
あります。郎深部は表面部に輻射し．今度は表面部が室間に輻射します。任意の
高さを機ぎる、内方輻射を比ゆる外方輻射の差額は一定であり．表面より室間
への輻射に等しいQかxる歌謹に於ては各々の高さは輻射するミ同量：だけ吸耀
します。帥ち下暦より昇る外方光線からも、上暦より内部に戻る輻射からも吸
孜をします。で各高さに於けるエネルギー・の二二は主εして、遙かに強烈な外
方光線よりなされますが一方藤高さの放射は外方及内方に開襟に行はれます。
從って定常歌鵠に封しては．輻射の弼さに内方に正なる或る傾斜存在し、耳蝉
的温度傾斜を件ひます。其傾斜は甚だ簡量鐸に純輻射ε結ばれて居り．Schwar－
zschildが始めて示しtこ様に、表面層の眞温度は、輻射の全量より判じナこ毒魚温
度よりも約二割小さくなるわけです。我々は斯くの如く的なる坐標的温度より
茸温度を導きます。更に不透明度を全べての波長に優し同一なりミすれば、輻
射のスペクトル構造は有敷温度よりも四三パーセント高い温度に相付すべきで
あります。
　太陽盤は中心に於けるよりも縁邊に向って嗜い。恐らく恒星一般に毒しても
同様でありませう。この暗くなって行くのは軍に温度傾斜の結果であります。
邸ち縁邊では．切線的に出て行く輻射は必然的に、温度の低い市部に無し．從
って弱くあります。太陽上の温度分布の観測から、蓮綾スペクトルを生する各
暦の温度傾斜を導けます。これは．輻射軍衡の假設に立って計算しtcものE實
によく一一ikして居ります。されば．中心縁邊観測は、輻射ZF衡論に立って有敵
温度よりの境界温度の透導を確めて居ります。（竹田新一郎繹）
：濁・避琢　のXスペラントに就て　　今年七月號以後の天丈通俗講話にば重な言葉にi目
して括孤で横文字を挿入してあるが二つs並べてある言葉のうち前の方ば英語で後の方
（tエスペラント語であろ。これば重な言葉に英語た添へて欲しいごいふ讃者の希望に鷹
じナこのであろカ㍉それ嘘同ag［：只英語丈を添えるこ定稿何tしても書思ってxスペラン
1・か附’加へるこ劃こしカのである。しかしお噺りして置かればならぬこ鎖iこNに用み
てあるエスペラントがまだ世界中で一般に認容ぜられてるる課でばないtいふこEで其
黒占は甚だ讃者諸君に相凋まぬこ亡y思ふし叉御諒恕な仰ぐEころであろ。が多く匡既成
の講書にあろもの75e　」9ひ、叉幾つか言葉があれば成る丈各國語（t申しても欧洲語でに
あるが）に共通な語原から出以てゐうものな探るこSlこし7こ。伺ほ嚇書に鞘翅らない露
な場合にば他の言葉質同系の語為使用すhこぜにしてみる。畢口添附してあるエスペラ
ンNi一つのTS案であるt見て頂きナこいQしかし敢て此様な途に出ナこSいふ自分の小さ
い意囲ば天丈愛妊の諸君は必ずや許容して下さうもの’L？考へてるろ。　（上田）
